
 

 

 

 
 

 

『令和８年(2026 年)のスタートです』 
 

校長 竹山 正弘 
 

 今年は午年 (うまどし )と言われますが、今年の干支 (えと)は、正確には「十干 (じっかん )

と十二支 (じゅうにし )」でいうところの「丙午 (ひのえ  うま )」の年となります。 60 年周期

でやってきます。十干と十二支は、古代中国の殷 (いん)という国の時代、紀元前 15～14 世紀

に誕生したと言われていて、草木の成長に例えられるという共通点があります。 (十干とは、

1 から 10 までものを数えるための言葉です。十二支とは、 12 種類の動物になぞらえたもの

で、時刻や方角を表すものにもなっています。）  

 「丙 (ひのえ )」は、十干の３番目で、「種から出た芽に初めて陽の光が当たり、はっきり

とその姿を現す状態という意味をもち、物事が明確になり、表面化し、エネルギーが外に向

かって放出され始める時期になる」ということを表していると言われています。  

簡潔に言えば「植物が力強く成長し、花が鮮やかに咲き誇るような、情熱的で活動的な年」

ということです。  

 「午 (うま)」は、十二支の７番目で、「草木が勢いよく成長し最盛期を迎える時期で、大

きく枝葉を広げ、実りを目指して力強く成長する」と言われています。  

 よって、「丙午 (ひのえ うま )」の年は、「植物が光を受けてはっきりと姿を現し、力強く

成長するように、個人の才能や特性が際立ち、開花する年」と言われています。  

  

「マヨネーズの瓶と２杯のコーヒー」の話を紹介します。 
 

 ある哲学の教授が授業が始まる前に、いくつかの物を持って学生たちの前に現れました。そして

おもむろに大きな空のマヨネーズ瓶（※海外では一般的に瓶で売られているそうです。）を手に取

って、その瓶がいっぱいになるまで”ゴルフボール”を入れていきました。そして学生に尋ねます。

「この瓶はいっぱいですか？」。 

学生たちは満杯であると答えました。 

すると教授は、“小石”が入った箱を取り出し、その小石を瓶の中へ注ぎました。 

軽く瓶を振ると、小石はボールとボールのすき間に入り込んでいきます。  

そして彼はまた学生たちに「この瓶はいっぱいですか？」と尋ね、学生たちは全員その

通りだと頷きました。 

 さらに教授は“砂”の入った箱を手に取って、それを瓶へ注いでいきました。  

もちろんその砂は、瓶の中のすき間を埋めていきます。 

彼はまた「この瓶はいっぱいですか？」と尋ね、学生は皆「はい」と答えました。  

 最後に教授はテーブルの下から“２杯のコーヒー”を取り出し、器用にそのコーヒーをボールと

小石と砂の詰まった瓶へと注いでいきました。 

それを見た学生たちは、大笑いをします。 

「さて…」。教授のこの言葉に学生達の笑いが止まります。 

「この“瓶”は、あなたの人生を表しているのです。そして“ゴルフボール”は、あなたの家族、

子ども、健康、友人、情熱などの大切なものを表しています。たとえ他のすべてを失っても、  

これら重要なものは残り、あなたの人生は依然として満ち足りたものであり続けます。」  

「“小石”は、あなたの仕事、家、車レベルのものを指しています。」  

「”砂”は、他の取るに足りないような些細なものを表しています。」  

「もしあなたが最初に砂で瓶をいっぱいにしてしまったら、小石やゴルフボールを入れるスペース

がなくなってしまうのです。これと同じことが人生においても言えます。  
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もしあなたが小さなことに、全ての時間とエネルギーを費やしてしまったら、あなたは決して重

要なものを手にできません。」 

「あなたの幸せにとって、重要なものを大切にしてください。子どもと遊んでください。健康診断

をきちんと受けてください。奥さんをディナーに連れて行ってあげてください。更にもう（ゴル

フの）18 ホール楽しんでください。」 

「掃除や物の修理など、家のことをする時間はいつでもあります。人生において重要な“ゴルフボ

ール” を一番に大切にしてください。優先事項を決めるのです。他のものは、単なる砂でしかあ

りません。」 

すると 1 人の女子学生が手を挙げ質問しました。 

「教授、それでは、コーヒーは何を表しているのですか？」  

教授は「よくぞ聞いてくれました」と微笑んで口を開きました。  

「これはあなたの人生がいくら手一杯に見えても、友人と一緒にコーヒーを飲む  

余裕はいつでもあることを表しています。」 
 

 

 さて、３学期は授業日数が一番少ない学期です。各学年、一年間のまとめと次のステップ

への準備のために、為すべきことはたくさんあります。特に３年生は、中学校の最後のまと

め、義務教育９年間のまとめであり、そして進路決定という人生で重大な時期を迎えようと

しています。こうした新しい年を迎えて気持ちが改まったとき、自分の夢や目標、そして決

意もしっかりと見えてくるものです。自分の進むべき未来のビジョンを描き見据えることは

とても大切だと思います。  

 ２学期の終業式で「一日の計は朝にあり、一年の計は元旦にあり」という話をしました。

目標を達成するために大切なことは２つ。１つは、計画性。到達地点を見定め、「この１年

をどう過ごすのか」、そのために「この３学期は、またこの１ヶ月はどうするか」を具体的

に決めて、やれることを粛々と実行することが、新たな道を順調に切り開くことにつながる

と思います。  

 ２つ目は、粘り強さ、やり続ける実直さ。何か特別なことをするのではなく、やるべき当

たり前のことを素直に取り組むことが肝心だと思います。計画通りに勉強するとか、時間に

遅れないとか、掃除や日直の仕事等の自分の役割をきちんとやるということです。気負い過

ぎずに、継続することが大切になると思います。言い換えると、当たり前に過ごすことに尽

きると思います。こうした「１つ１つの当たり前の積み重ねが、特別なものになる」と思い

ます。しかしながら、この「当たり前」が非常に難しいのも事実だと思います。  
 

 結びになりますが、３学期は、令和７年度の締めくくりとともに、進級、進学に向けての

準備の学期です。そしてまた、様々なことを引き継いでいく大切な学期にもなります。物事

の優先順位をつけながら、時にはちょっとした心の余裕をもちながら、皆さんにとって大き

な飛躍の年になることを願っています。充実した三中生活を一緒に創っていきましょう。  
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1 月のおもな予定  
 

  

８ 木 始業式★ 職員会議 19 月 生徒会朝礼 

９ 金 安全指導 給食始 20 火 避難訓練 

12 月 成人の日 22 木 私立高推薦入試 

13 火 生徒会委員会 24 土 市内書初め展始 

14 水 武教研研究授業 26 月 都立高推薦選抜 

15 木 生徒運営委員会 27 火 都立高推薦選抜 市内書初め展終 

17 土 学校公開･防災教育引き取り訓練 30 金 連合音楽会(2) 都立推薦発表 市内美術展始 

 


